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建設プロジェクトのSDGs に対する取り組み 

近年，持続可能な開発目標（SDGs）の取り組みが各分野において推進されています。SDGs は2001 年に国連で

策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として，2015 年 9 月に策定された 2030 年までに持続可能なよ

りよい世界を目指す国際目標です。17 の目標と 169 の項目で構成されており，地球上の「誰一人取り残さない」

ことを誓っています。 

我が国ではSDGs の モデルの１つとして「SDGs を原動力とした地方創生，強靭かつ環境にやさしい魅力的な

まちづくり」を掲げています。このモデルに関連して地盤工学の建設プロジェクトにおいても地方創生や防災・

減災，国土強靭化，i-Construction の推進，グリーンインフラの推進，循環型社会の構築，環境への配慮，気候変

動に対する取り組みなどが推進されています。 

本号では「建設プロジェクトの SDGs に対する取り組み」と題して，地盤工学分野における取り組み事例を紹

介しています。総説では，「持続可能性」に至る思考の系譜を紐解き，社会が目指すべき方向と建設工学の役割に

ついて包括的に考察して頂きました。論説では，SDGs に沿った地盤工学の可能性と役割，報告では，環境負荷の

低減に資する最新の研究，施工事例，施工管理手法や，既設構造物の補強事例について執筆して頂きました。本

特集が，読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。 
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